
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内閣府「我が国と諸外国の若者の意識」（平成30年）を参考に、「我孫子高校の生徒の意

識に関する意識調査」を作成し、実施した。内閣府の調査の「自分自身に満足している」の

項目と比べると我孫子高校１年生の方が自己肯定感が日本の平均よりも高い傾向にあるが、

諸外国と比べると低いことがわかった。 

 

 

 

 在留外国人が日本の社会に貢献してい

ることの一例として、本校ＡＬＴ（セピ先

生）（イラン出身）のインタビュー動画を

作成した。動画では、セピが①我孫子高校

で楽しみながら教えられていること、②日

本での生活に満足していること、の２点が

述べられる。動画視聴後、なぜセピがその

ように好意を抱いているのか、その理由を

考えた。 

 さらに外国人の受け入れにおいて、セピ

のような例ばかりではないことにも意識

を向けるため、言語の壁に苦しむ外国人を

サポートする団体に焦点を当てた動画を見てブレインストーミングを行い、ディスカッショ

ンすることにより、在留外国人と共存していくために、私たちにできることは何かを考えた。 

令和４年度 特色ある道徳教育推進校 

県立我孫子高等学校 

研究主題 

持続可能な社会の創り手として活躍できる生徒の育成を目指した道徳教

育の在り方 

 

取組１ 「道徳」を学ぶ時間の指導の工夫 

工夫１ Microsoft Forms で我孫子高校１年生アンケート調査 

工夫２ 本校 ALTへのオリジナルインタビュー映像 

在留外国人を代表して･･･ 

(人) 



 

                           

 今回の研究授業では、１学年７クラスで実施したが、生徒の意見集約等は、ICTの活用も

視野に入れつつ、様々な手法を取り入れた。実際に行われていた方法を紹介する。 

○模造紙…グループで出た意見を模造紙にまとめ、黒板に貼ることでクラス全体に共有した。 

○板書…グループで出た意見を発表し、板書し、全体に共有した。 

○Microsoft Teamsのチャット機能…クラスの生徒が自由にコメントを打ち込むことができ、

匿名性が高く、自分の意見を発表するハードルが低くなるメリットがあった。 

○Microsoft Power Automate…生徒各自が入力、入力結果をプロジェクターで投影しつつ、

授業者がコメントした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高い知性」「豊かな情操」「逞しい心身」を掲げ、知・徳・体のバランスの取れた生徒

の育成をするため、総合的な探究の時間や特別活動の時間を有効に活用して道徳教育を推進

している。今年度の総合的な探究の時間では、ＳＤＧｓを取り扱い、情報収集、まとめ、研

究発表を行った。特にＳＤＧｓの目標の一つである「人や国の不平等をなくそう」を取り上

げ、道徳教育と関連させ、授業を行った。 

 

 

 

 

 

主な成果（○）と課題（●） 

○ペア・グループワークを通して、自己肯定感を高めることが出来た。 

○ＡＬＴへのインタビュー動画視聴や各発問に対する意見交換をグループで実施したこ

とで、社会問題への理解を深めることができた。 

●生徒の自己肯定感をさらに上げるため、学校全体での取り組みが必要であると感じた。 

工夫３ 話し合い、様々な意見集約・共有の方法を採用 

取組２ 学校教育全体を通した道徳教育の充実 

道徳教育全体計画 
　令和４年度　道徳教育の全体計画

関係法令 学校の教育目標 生徒の実態

各教科・科目 各学年（年次）の重点目標 総合的な探究の時間

・日本国憲法

・教育基本法
・学校教育法

① 高い知性・自ら発信する力を持ち、理性的判断力と国際感覚に

富む人材の育成
② 豊かな情操・自他の敬愛心を持ち、新鮮な感受性に富む人材の
育成

③ 逞しい心身・強固な身体を持ち、積極的実践力に富む人材の育
成

授業・行事・部活動に真摯に取
り組み、学校生活に満足してい

る一方、よりきめ細かい指導と
コミュニケーションを求めてい
る。

保護者の願い 道徳教育の重点目標 地域の実態・願い

生徒の活発な活動状況と学校の
指導に満足しつつも、よりきめ
細かい指導と、学校・家庭・地

域の連携を求めている。

千葉県における「道徳教育推進のための基本的な方針」に基づ

き、１．郷土と国を愛し、豊かでおおらかに、自信にあふれた頼
もしい人間として成長し、真の国際人として活動できるように内
面に根ざした道徳教育の充実に努める。２．言語活動や読書活

動、体験活動や社会参加活動を通して、より深く考え、実践力を
身につけられるよう、家庭や地域と連携する。

地域の教育への関心は高く、本
校のきめ細かい指導に対する支
持は高い。より良い進路実現へ

の期待が強い。

「道徳」を学ぶ時間の概要(教育課程上の位置付け・学習内容等)

年間指導計画に基づき、計画的・発展的な指導のもとに特別活動

や総合的な探究の時間を通して自己の生き方を考える態度を育て
る。

国

語

国語を適切に表現し的確に理解する
能力を育成し、伝えあう力を高め、
思考力を伸ばし心情を豊かにする。

１

学

年

（

年

次

）

学校行事、学年行事、学級活動及び「道
徳」を学ぶ時間を通じて協力し合い、互い
に認め合う態度を育成するとともに良好な

人間関係を築かせるようにする。

高校生としての自立した自我の確立を

めざし、校外学習などを利用して集団
への適応力を身につける。また、上級
学校見学やフィールドワークなどを通

じて、マナーの確認と自己実現の方策
を探究し、進路講演会や進路ガイダン
スにより、自己の将来や生き方につい

て考える。

地
歴

人間社会の歴史の基礎的な理解の上
に、人間としての尊厳を第一に考

え、その在り方や生き方を育くむ。
２

学

年

（

年

次

）

学校行事、学年行事、学級活動を通じて協

力し合い、互いに認め合う態度の育成とと
もに、修学旅行を通じて異文化理解につい
て学び、広い視点で人権や福祉、国際理解

等について考えることができるように指導
する。

公
民

現代社会の基礎的な理解の上に、人

間として尊厳を第一に考え、その在
り方や生き方を育くむ。

特別活動

・文化祭、体育祭等の行事を通して、
集団でまとまり、長い期間にわたって

計画的に行動し、成果を達成すること
を学び、社会を発展させる人材の育成
に努める。

・修学旅行をとおして人間尊重の精神
と生命に対する畏敬の念を養う。ま
た、合わせて伝統文化を尊重し、公共

の精神を尊ぶ姿勢を養うことを目標と
する。
・人権講演会等を通して、社会の一員

としての自己のあり方について考え
る。

理
科

自然現象や環境問題を通じて、人間
の役割や責任を考えて積極的に行動

できる人材を育成する。
生徒指導

数

学

数学的活動を通して、事象を数学的
に考察し、また論理的に思考する能

力を高めて、数学的論拠に基づいて
判断する態度を育てる

３

学

年

（

年

次

）

学校行事、学年行事、学級活動を通じて協
力し合い互いに認め合う態度を育成する。
進路決定の1年として、個々の特性に合わせ

指導するとともに社会人としての基本的マ
ナー、モラルを習得できるようにする。

保
体

健康についての理解と運動の合理的

な実践を通じて健康の増進と体力の
向上を図り豊かな感受性を育てる。

交通ルールを遵守させ、生徒が被害者及び加害

者となることを未然に防ぐ指導をする。また、
全校生徒に規範意識を持たせ、努力をした者が
正当に評価される集団、正義が通る集団作りを

する。
芸
術

芸術の幅広い活動を通して、芸術を
愛好する心情を育てるとともに、感
性を高め、豊かな情操を養う。

キャリア教育

生徒・保護者が強く希望する四年制大学、短期

大学、専門学校、そして就職を含めた進路指

導、特に進学指導を軸として、生涯を見通した

学ぶ意味、働く意味、生きがいについて考えさ

せる。また保育・看護・小学校へのインター

シップを充実させることにより、本校の生徒に

より適した進路先を選択させる指導を行う。

外
国
語

実践的なコミュニケーションを図ろ

うする態度及びその能力を育成する
とともに、自他の人格を尊重する人
材を育てる。

中学校との連携

道徳の授業参観及び研究協議を行う。

課外活動（部活動等）

・スポーツや研究・芸術等に主体的に
打ち込むことによって、物事に打ち込
むことの大切さと、協力し助け合い、

仲間を思いやる心を育む。
・より高い目標に向かって、挫けずに
たゆまなく、あきらめずに努力する姿

勢を養い、社会を支える人材の育成を
図る。

家
庭

生命の尊さを学び、男女お互いの異
性について理解を深め、人格を尊重
し、協力して充実した生き方を追求

する。
家庭・地域との連携

・開かれた学校づくり委員会委員のより熱心な

活動により、学校経営に地域の要望を受け入

れ、地域の本校学校経営に対する理解を深め

る。

・PTAの活動をより活発化させ、本校の教育への

協力と理解を持つ家庭をより増やす。

情
報

情報に関するマナーやモラルを守る

ことの重要性を理解させ、望ましい
情報化社会のために必要なことを学
ばせる。

専
門

 

「道徳」を学ぶ時間 年間指導計画 

月 日 内　　　　　容 時数 日 内　　　　　容 時数 日 内　　　　　容 時数

8 新入生オリエンテーション 3 7 入学式 1

11 新入生オリエンテーション 2 8 学年集会 2

13 学年集会 2

11 「社会の中の私」 1

8 ＤＶＤ教材「青春のホイール」 2 22 進路学習「進路適性を考える」 1

22 「公共マナーについて」 1

29 「集団の中での役割について」 1

15 学年集会 1

19 交通安全講話 1

28 ＤＶＤ教材「インターネットリアル」 1 14 学年奉仕活動 1

12 読み物教材「明日への扉Ⅲ」 1 12 進路学習「自分の将来を考える」 1

2 読み物教材「明日への扉Ⅲ」 1 9 進路講演会 1

9 読み物教材「学年新聞」 1 16 学年奉仕作業 1

20 人権講話 2

21 学年集会 1

22 防災訓練・講話 1

18 読み物教材「明日への扉Ⅲ」 1

15 卒業生講演会 2

8 卒業式 1

22 学年集会 1

９

月

１

０

月

１
１

月

１

２
月

１

月

２

月

３

月

４

月

５
月

６

月

７
月

特別活動
総合的な探究の時間

ＬＨＲ 学校行事・生徒会活動

 



 

千葉県立我孫子高等学校１年 「道徳」を学ぶ時間指導案 

１ 主題 

自己肯定感を高め、社会参画への関心を高める（県の視点「かけがえのない自分」「支

え合う喜び」「つながる未来」） 

 

２ ねらい 

（１）生徒の自己肯定感を高めつつ、それが何につながるのかという点まで理解を深める。 

（２）日本と諸外国のデータを、客観的観点から分析し考察することができる。 

（３）日本における社会問題への理解を深め、その解決に向けた方策や取り組む姿勢を考

 える。 

 

３ 主題設定の理由 

自己肯定感は自分自身への信頼の度合いの高さを表すだけでなく、社会参画への関心・興

味の増幅にも結び付く。そして、社会への希望を見出せば、我が国が直面する問題への解決

に向け、主体的に動けるようになると考えた。 

 

４ 展開（１時間目） 
 生徒の学習活動と主な発問 予想される反応 指導上の留意点 

導

入 
10 

1. スマートフォンを出し、Microsoft Forms に

用意された「我孫子高校の生徒の意識に関する
意識調査」を行う 
2. パートナーと組み、１分間の自己アピール

を行う 
 
 

 
3. 相手を褒める時間を取る。 
 

 
 
4. 別のペアを見つけ、別のペアに対してパー

トナーの他己紹介を行う 

 

 
 
・明るいところ！ 

・むずかしい！ 
・アピールポイントが無い… 
・イヤな点なら話せる… 

 
・やさしい！ 
・仲良くしてくれる！ 

・履いている靴、カッコいい 
 

・Formsを操作できない生徒への対応

ができるようにしておく。 
・調査結果を確認できるようにセッ
ティングしておく。 

・性格だけでなく、特技や趣味など
も長所になり得ることを伝える。 
 

 
・「ネガティブ禁止！」と伝え、相手
を貶める内容は禁止する。 

・性格だけでなく、特技や趣味など
も長所になり得ることを伝える。 

展
開 

35 

5. 意識調査の質問「自分自身に満足している」
の項目を考える 

6. 肯定的に答えた日本人の割合が 45.1%であ
ることを伝え、これが高いのか低いのか考え
る。その後、教室内で意見の共有をする 

 
 
 

7. 諸外国の結果を見せ、日本だけ肯定的な回
答の割合が少ない理由を考える。ワークシート
に自分の意見を記入する。その後、教室内で意

見の共有をする。 
 
 

 
8.「自分自身に満足している」と「自分には長
所がある」では諸外国との差は見られたが、「自

分は役に立たないと強く感じる」では大きな差
が無いことを伝える 

 
 

・高いと思う。日本人って謙虚でシャ
イだから。 
・低いと思う。自分に自信を持てない

人って多いと思う。 
 
 

・自分に自信を持てない人が多いから。 
・「私、自分のこと満足！」って周りに
言うと自意識過剰なんじゃないって思

われる。 
 
 

 
 

 
 

・自分の考えを明らかにするため、
ワークシートに理由も含めて記入さ
せる。 

 
 
 

・自分の考えを明らかにするため、
ワークシートに理由も含めて記入さ
せる。 

・話し合いをするときは、グループ
で行う。 
 

 
 
 

 
 

結
論 
5 

9. 高い自己肯定感と社会参画への意識の相関
関係を確認する 
 

 
 
 

 ・授業を振り返り、今の自分の考え
をワークシートに書かせる。 

授業実践事例 

自分のアピールポイントを可能な限り

挙げてみましょう。 

パートナーを褒めましょう。性格でも身

に付けている物でもかまいません。 

肯定的に答えた日本人の割合は 45.1%いました。ところで、これは高いのでしょう
か、低いのでしょうか。 

肯定的に答えた日本人の割合は 45.1%いましたが、諸外国と比べると明らかに低い
です。それでは、なぜこんなに低いと思いますか。 

「自己肯定感」というのは、自分の内面だけでなく、社会への関心や、問題解決への意識にも影響することが分かります。
自己肯定感を高めると、現在、探究で行っている「SDGｓ」についての関心もさらに広がってくるかもしれませんね。 



５ 展開（２時間目） 
 生徒の学習活動と主な発問 予想される反応 指導上の留意点 

導
入 

5 

1. 前回(10月 26日)の振り返りを行うと共に、
Forms を用いて実施したアンケートの結果を開

示する 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

・大して差が無いかな… 
・うちのクラス、低っ！ 

 
 
 

 
・意外とクラスで差が出るものなんだ 
・全体的に高い！ 

 

・前回の確認を行いながら、必要に
応じて、我孫子高校のアンケート結

果を開示する。 
・クラス間の比較は良いが、優劣の
決定にならないようにする。 

 
 
 

 
 
・本時の主題に結びつけられるよう

に、スムーズに展開する 
 

展

開 
40 

2. 「社会理解」のブレインストーミング 

 
 
3. パートナーとキーワードの共有を行う。 

4. 「異文化理解」への関心を寄せる 
 
 

 
5. 日本全国と諸外国の結果比較を見せる 
 

 
6. ディスカッション テーマ２に移る。 
 

 
7. 「異文化」に対する疑問を示す 
 

 
 
 

8.ディスカッション テーマ３に移る 
 
 

10. 本校のＡＬＴであるセピのインタビュー
動画を見る 
11. ディスカッション テーマ４に移る。 

 
 
 

 
 
12. テーマを「少子高齢化社会」に移す 

 
 
 

 
13.「言語難民」の動画を見せる 
 

 
 
14. ディスカッション テーマ５に移る。 

 

 

 
 
・グローバル化！ 

・人口減少とか少子高齢化とか？ 
 
 

 
 
 

 
 
グループになる 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

・日本語を学べる環境を整える 
・異文化理解を深める 
・案内板とか標識とか、言語の数を増

やす 

・自分の考えを明らかにするため、

ワークシートに理由も含めて記入さ
せる。 
・キーワードが出ない場合、話し合

いを切り上げて次のスライドに移る 
 
 

 
 
 

 
 
・自分の考えを明らかにするため、

ワークシートに理由も含めて記入さ
せる。 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

・自分たちの行為によってセピがポ
ジティブに考えていることを理解さ
せた上で、話し合う。 

・話し合いをするときは、グループ
で行う。 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

・話し合いをするときは、グループ
で行う。 
 

 

結

論 
5 

15. 高い自己肯定感と社会参画への意識の相

関関係を再確認する 
 
 

 
16. まとめ 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 

 
 
 

 
・授業を振り返り、今の自分の考え
をワークシートに書かせる。 

 

 

前回実施したアンケート結果をまとめましたので見てみましょう。私たちのクラス

はどうでしょうか。 

我孫子高校の生徒はこうなっています。ク

ラス別に表示します。 

最後に、「社会の問題解決に関与したい」の項目です。日本全国と諸外国の差を再確認してみましょう。 

これらを踏まえて、「『自己肯定感』と『社会への関心・社会理解』の度合いには相
関関係が見いだせるかもしれない」というのがまとめでした。 

いろいろありますが、まずは「異文化理解」に焦点を当てましょう。というのも、グローバル化が進んだ国際社会の一員と

して役割を果たすのなら、「異文化理解」は社会への関心の第一歩だと考えられるからです。 
 

日本全国の回答は実に低いことがわかります。諸外国と比較しても、圧倒的に低いです。 

 
 

テーマ１：「社会理解」について、あなたが思い浮かべるキーワードは何ですか？ 

テーマ２：あなたにとって「異文化」とは何ですか？ 定義してみましょう！ 

みなさんに定義していただきましたが、そもそも①「異文化」って外国に行かないと学べないのでしょうか。また、②「異
文化」って必ず外国が絡んでいないといけないのでしょうか。最後に、③「異文化」が日本国内でも体験することだとした

ら、どんな形で体験するのでしょうか。日本国内で「異文化」をどのようなときに体験するのでしょうか。 
 
 

テーマ３：「異文化」が日本国内でも体験することだとしたら・・・どんな形で体験するのか？？ 

テーマ４：なぜ、セピは「我孫子高校でもっと教えたい！」と感じているのでしょうか。 

いろんな考えが出ましたね。一つ言えることは、みなさんが授業内でセピに対して親

切にしているから、我孫子高校で来年も教えたい！と感じているのですね。 
 
 
ここで、在留外国人と関連するトピックとして、「少子・高齢化社会」の問題について考えてみましょう。現在、約 1 億 2 千
万人いる人口も、2065年（みなさんが還暦を迎えるころ）には 9000 万人を下回ることが予測されています。少子高齢化を抱
えた国々、たとえばドイツや韓国では、移民政策に動き出しています。 

 

先ほどは、セピのインタビュー動画を見てもらいました。セピが語った内容は、ポジティブな側面が多かったです。しかし、
困難を抱えた人たちもいます。「言語難民」という問題です。今から、「言語難民」に関する動画を流します。 

テーマ５：在留外国人と共存していくため

に、私たちの社会がするべきことは何でし
ょうか。 

前回の道徳の授業では、高い自己肯定感と社会参画への意識の相関関係があることがわかりました。高い社会参加の意識に加
え、日本社会への希望を強く感じていれば移民の受け入れに肯定的であるという専門家の意見もあります。 

 

２回にわたり「自己肯定感と社会へのつながり」を考えてきました。今後、みなさん
が担う社会において、多文化共生への理解を深めつつ「何らかの形で役に立とう」と

思えるようになるといいですね。 
 


